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一一学会録事一一

1.日本藻額学会第10回大会

昭和61年3月30日・ 31日の両日，筑波大学.'F.物農

林学系AfJl!において第10JTII大会を開催した。人・会会長

は福島博氏(東女体大)で，参加者は 146人であった。

講演は58の一般講演のほかに米国ブラウン大学の An.

nette W. Coleman博士，同じく米国カリフォルニア

大学の PaulC. Silva 博士による特別講演があった。

大会第一日目.Silva博士の講演終了後.同会場に

おいて総会を開催し，引き続き筑波大学第二学鮮食堂

で約2時間にわたって懇親会を開催した。懇親会は南

雲保氏(日本歯科大)の司会，元会長西淳一俊氏の乾

杯の音頭で始まり，盛会慢に終了した。参加者は96名

であった。

大会の商品展示室では東邦大学吉崎誠氏らの作成し

たコンピューターゲーム「海藻名前当てクイズ」など

も展示され.好評であった。東邦大学の教官・学生諸

氏にはこのほかにも大会運営にあたって種々のご協力

を頂いた。厚くお礼申し tげる。

懇親会参加者

赤塚伊佐武，鯵坂哲朗，新井朱美，新井章吾.新崎盛

敏，有賀祐勝，池原宏二，石川依久子，石代俊則，出

井雅彦，井上勲，市村締宜，居平昌土，厳佐耕三，

浦野浩二，複本幸人，窓良田真由美，小沢淳子，大谷

修司，大野正夫，大葉英雄，岡崎恵視，奥田-14t.笠
井文絵，加崎英男，加藤季夫.香村真徳.J11井浩史，

川嶋昭二，喜田和四郎，熊野茂，黒田充恵.小亀一

弘，後藤弘，小林和行，小林艶子，小林秀明，小林

弘.Annette W. Coleman，今野敏徳、.斉藤健一，嵯

峨直恒， 佐野 修，佐藤恵美，佐藤祐司. Paul C. 

Silva，須田彰一良1¥.瀬戸良三，高橋京子，高橋永治，

m中宏、穂子，田中次郎.千原光雄.寺本賢一郎，寺脇
利信，徳、回欣之，徳田広，中島泰，長島秀行，長

田敬五，中道聡美，中村利家.南雲 保，西均一俊，

野崎久義.能登谷正浩，鳩貝太郎，速見剛，原成光，

J京 慶明，半田信司，肥l家利江.日野修次，悩JiJj 博，

藤田大介，藤田隆夫，繰回雄二，刷 郷三 liij川行幸，

松山恵二，真山茂樹. ;(i[H清治，宮地和幸，持If¥和男，

本村泰三，山岸高旺，山国家正，山本真規子，横浜康継，

吉崎誠，吉田忠生.米村好朗.Richardo J. Haroun. 

若菜勇，渡辺信(富山大).渡辺信(国立公害研). 

渡辺真之

2.評議員会・編集委員会

第10回大会の前日.3月29日に筑波大学・生物農林

学系A棟において，編集委員会 (15: 00-16 : 00)お

よび評議会(16: 30-18 : 30)を開催し昭和61年度

総会に提出する報告事項・議題等の審議を行った。議

題については総会の項を参照されたい。

評議員会出席者:千原光雄会長，有賀祐勝，市村崎i立，

縦佐緋三，岩崎英雄，榎本幸人，大野正夫.喜田和四

郎，小林弘，谷口和也，堀置li三，右悶清治，山間

家正，山岸高旺，吉田忠生の各評議員および井上勲，

加藤季夫各幹事。

編集委員会出席者:小林弘編集委員長，有賀祐勝，

市村機宜，欄 輝三の各編集実行委員，巌佐耕三，岩

崎英雄，右田清治，吉田忠生の各編集委員，千原光雄

会長および岡崎恵視，井上勲，加藤季夫各幹事。

3.昭和61年度総会

昭和61年3月30日，筑波大学・生物農林学系A棟に

おいて，大会 1日目の講演終了後，総会を開催した。

千原会長の撲拶にがれ、て，喜田和四郎氏(三重大)を議

長に選出して議事に入った。

1.報告事項

1.庶務関係

(1)会員状況 (61年2月現在):名誉会員3名，普通

会員518ft.学生会員71名，団体会員42名，賛助会員
13名，外国会員87名.購読・寄贈・交換143件。 (2)

昭和60年度文部省科学研究費刊行助成金「研究成果刊

行費」は 110万円で，責任頁は296頁である。なお，

昭和61年度分として 185万8千円の助成金の申請を行

い貨任頁は300頁である。 (3)日本学会事務センター

に会員業務を委託した。委託料は61万8千円である。

(4)日本学術会議第13閉会員候補者の学会推薦につい

て，持ち回り評議員会での選挙結果に従って，千原光雄

氏を推薦した。なお，値物科学分野の学術会議会員に

は今堀宏三氏が就任した。 (5)昭和60年度の国際生物

学賞援賞者の学会推薦について持ち回り評議員会で検

討した結果.学会としての惟騰は行わないことにした。

2.会計関係

(1)昭和61年度の会費納入率は2月末日現在で普通

会員 52%.学生会員 65%である。 (2)昭和60年度一

般会計と岡山田幸男博士記念事業基金特別会計の決算

報告は昭和61年2月10日，猪川倫好(筑波大).渡辺真



男博士記念事業基金特別会計の決算報告および監査報

告は表ー2のとおり承認された。 3.昭和61年度一般

会計予算案は表-3のように可決承認された。 4.日本

学会事務センターとの契約更新に伴い，昭和61年から

昭和62年にかけて約 10%の値上りが見込まれている

が，このことを含めて同センターに続けて業務を委託

することが承認された。 5.111悶基金による事業につ

いて，ワーキンググループ。の答申に従って将来山凹賞

を設ける方向であるが，事業を円滑に実施運営するに

はなお資金が不足であり，今後できるだけ基金の充足

を凶るよう努力することが決められた。 6.学会誌「藻

類」の投稿規定を次のように改訂することが了承され

た。投稿論文はオリジナルの他にコピーを 2部つける

こととする。論文の図版は写真の場fTは印刷の原寸大

とし，カメラで複写したコピーを2部添付すること，

線闘の大きさは特別の場合を除きA4サイズを上限と

する。 7.従来東京と周辺地区を中心に行ってきた大会

を.東京周辺地区 1-複数回と地方との交互開催にす

ることが望ましいとの結論が得られた。

8.昭和61・62年度事業計画として次の事項が決めら
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之(国立科博)の両会計監事により適正であると承認

された。

3.編集関係

(1)昭和60年度に発行した第33巻1-4号・は，総頁数

348頁，掲載論文数31編，短報6編，広告頁12である。

(2)昭和61年度第34巻1号は，掲載論文8編，第10回

大会講演要旨を含め67貰で発行した。同巻2号以降に

掲載予定の論文は審査中のものを含めて13編である。

4.その他

(1)第12回国際海藻会議について有賀祐勝氏(東水

大)より説明があった。

(2)会則の趣旨に沿って日本藻類学会主催の淡水謀

の分類・同定のワークショップを，山岸高旺(日大)， 

高橋永治(神戸大)，渡辺真之(国立科博)，南雲 保

(日歯大)を講師として大会終了後筑波大学で開催 (3)

日本藻類学会昭和60年度秋季シンポジウムを植物学会

大会前日の昭和60年10月2日午後に新潟市で開催。

II.審議事項

1.昭和60年度一般会計決算報告および|司監査報告

は表ー1のとおり承認された。 2.昭和60年度山田幸

日本藻類学会一般会計決算報告 (60.1.1-60.12.31)昭和60年度表-1

(円)

代

代

5，378，616 
4，683，7411 
694，875 ， 
299，935 
38，000 
80，000 
47，165 
134， 770 

237，030 
511，750 
16，510 
49，550 

144，820 
24，000 
77，070 
19，800 

180，0∞ 
618，860 
100，00。

部の

印刷費

l印刷
別刷

編集費

論文審査料

英文校閲料

編集補助費

通信連絡費

会誌発送費

庶務費

事務用品費

会議費

通信・印刷費

事務整理補助

諸雑費

幹事旅費補助

幹事手当

学会センター業務委託費

第9回大会補助

出支(円)

4，126，203 
3，0回，500

313，500 

322，603 
201，600 

200，000 

616，050 
440，4001 

175， 650J 
765，450 
912，000 
155，000 

5，760 
16，500 
122，154 
1，100，000 

部の入

費

普通

学生

外国

団体

賛助

版必

(定期購読
ハックナンハー

別刷代

超過頁負担金

広告代

利子

プログラム代

雑収入

刊行助成金

員

員

員

員

員

4
E
A
E
4耳
ム

耳

A
Z

収

会

7，146，191 計7，819，117 3十

1，293，446 次年度繰越金620，520 前年度繰越金

8，439，637 計A 
口8，439，637 計A 

'" 



表
一
照
一
…
借
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F
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借
一

貸
一

方(円)

普通積金(常陽銀行)

普通預金(常陽銀行)

郵便振替

小口現金

未収金

仮払い金

1，103，752 

603，426 

60，000 

203，604 

823，695 

12，050 

t. 
仁1 2，806，527 

昭和61if2 Ji 10 fI 

本会計決算報告は適正であることを認める。

昭和61年2月10日
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60.12.31 

貸 方(円)

借入金

未払金

前受会費

前期繰越金

当期繰越金

55，310 

1，402，771 

55，000 

620，520 

672，926 

次期繰越金 1，293，446 

2，806，527 メh
t←I 

日本藻類学会会 長千原光雄⑪

日本藻類学会会計幹事加藤季夫⑮

日本藻類学会会計監事猪川倫好⑩

日本藻類学会会計監事渡辺真之⑩

収入の部(円)

表-2 昭和60年度 山田幸男博士記念事業基金特別会計決算報告 (60.1.1~60.12.31) 日本藻類学会

支出の部(円)

11，000 山間追悼号 (2冊)

学会出版物売 t金

コンブ論文集 (1冊)

日米セミナー (1冊)

寄付 (1件)

利子

700 

4，000 

100，000 

10，179 。
。小計 125，879 小計

一百年度繰越金 一一-i瓦市 1- iX年度繰越金

合 1，352，655 

貸借対照表

1，352，655 

1，352，655 t. 
I二1 計

借 (円) 貸 方

60.12.31 

(円)

1，226，776 

125，879 

1，352，655 

1，352，655 

原光雄⑨

藤季夫⑮

方

普通預金(常陽銀行)

未収金

1，341，655 

11，000 

前期繰越金

当期繰越金

次期繰越金

t. 
口 1，352，655 計言十 メ込

仁Z

昭和61年2月10日

本会計決算報告は適正であることを認める。

昭和61年2月10日

日本藻類学会会 長千

日本藻類学会会計幹事加

日本藻類学会会計監事猪川倫好⑪

日本藻類学会会計監事渡辺真之⑪
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れた。1)来年度は会長および評議員の交代の年にあ

たるので，本年8月末から 9月初旬にかけて選挙を行

い，秋季シンポジウム開催時までに新会長と評議員を

決定する。 2)本年度の秋季シンポジウムは鹿児島大

学で聞かれる日本植物学会第511'l1大会前日の10月6日

に鹿児島大学の野沢治治氏を位話人として鹿児島市で

開催する。 3)来年度の日本藻類学会第11回大会は梅

|崎勇氏を世話人として京都大学で開催する。 4)国際

生物学賞授賞者の学会推薦については，会員から特に

推薦したL、旨の申し出がない限り行わない。 9.第4

回国際藻類学会議の日本開催について打診があったが，

国際植物学会議と開催時期が近接しているため見送る

ことになっt-=.o

表-3 昭和61年度 一般会計・予算案 日本藻類学会

収 入 の 部

Z三2泊， 費

普通会員

学生会員

外国会員

団体会員

賛助会員

阪 ゴ'TCニ2

定期購読

パックナンバー

511] 刷代

超過頁負担金

広告代

幸リ 子

プログラム代

雑収入

刊行助成金

小言|ー

前年度繰越金

合計

(円) 支 出 の

4，531，400 印刷費

3，262，000 印刷代

320，000 別刷代

427，000 編集費

302，400 論文審査料

220，000 英文校閲料

940，400 編集補助費

770，400 通信連絡費

170，000 会誌発送費

770，000 庶務費

240，000 事務用品費

200，000 会議費

15，000 通信・印刷費

20，000 事務整理補助費

30，000 諸雑費

1，100，000 幹事旅費補助

幹事手当

学会センター業務委託費

l 第一補助
秋季シンポジウム会場費

7，846，800 計ー

調l (円)

4，905，760 

4，205，760 

700，000 

350，000 

40，000 

100，000 

60，000 

150，000 

250，000 

915，000 

30，000 

50，000 

310，000 

60，000 

175，000 

110，000 

180，000 

640，000 

100，000 

40，000 

7，200，760 

l，州46 予備費 問 9，側

9，叫246 合計 仏別加

4.日本藻類学会ワーク・ショ '1プ報告 池における採集 (4月1日午前中)，渡辺講師のアオ

昭和61年3月31日(月)日本藻類学会第10回大会終 コ等，淡水産藍藻の同定法と培養法の実習までほぼ計

了後より 4月2日(水)正午まで筑波大学学群棟など 画通りに実施できた。なお講師に予定していた秋山優

において，淡水産藻類の採集・分類同定法をテーマに 氏(島根大)は講義・実習の準備をして下さったが公用

ワーク・ショップを開催した。高橋永治(神戸大)， で出席不能となり，念、逮南雲保氏に講師をお願いした。

南雲保(日本歯科大)，山岸高任(日本大)，渡辺真之 なお本ワーク・ショップの内容の詳細は川井浩史氏

(国立科博)の4氏を講師に迎え， 本学会員を中心に (北大・理・植)の参加記(次号掲載予定)を参照さ

下記の34名(手伝いを兼ねた筑波大学の学生・大学院 たい。

生8名を含む)が参加した。山岸講師による採集の要 参加者:鳩貝太郎(市立船橋高)，藤田隆夫(日大

領と試料整理の講義から始まり，土浦市郊外の宍塚大 間志野高)，菅野徳彦，立沢秀高(以上明大・良)，川



井浩史(北大・理)，長島秀行(東京理大・理)，石川

依久子(阪大・教養)，鯵坂哲郎(京大・農)，保坂三

継， 高松雅子(以上東京都水道局)，真山茂樹(東学

大・生)，神谷 仁(福島大・教育)，鳥海三郎(横浜市

立東高)，鳥海孝枝(京浜女大)，奥田一雄(高知大・

理).藤井修平(手塚山短大)，清沢治志(都立大・理)， 
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大谷修司(国立極地研)，古JII一夫，市村治，蔦西厚

子(以上弘前大・教育)， 問中志穂子， 肥嫁利江，山

本真規子(以上奈良女大・理). 松林恒夫(クロレラ

工業)，箕島良一(日清製油)，恵良回真由美，出井雅

彦，佐藤卓，河地正仲，議和久，笠間真弓，篠塚未夏，

金築祥子(以上筑波大・生) 一申込み順一

日本藻類学会第10回大会会計報告 日本藻類学会大会準備委員会

収入

大会参加費

予約 (82件)

当日 (43件)

懇親会費

予約 (73件)

当日(19件)

学会補助金

商品展示代金 (2件)

寄付(1件)

合計

の部(円 支出の部 (円)

164，000 

86，000 

146，000 

38，000 

100，000 

30，000 

10，000 

574，∞o 

プログラム代

会場使用料

懇親会会食代

アルバイト代

諸 雑 費

学会返還金

昭和61年4月23日

第10回大会幹事

会員移動

新入会

19，500 

24，442 

224，660 

196，000 

55，066 

54，332 

574，000 

加藤季夫⑪
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住所変更

退会

丸山秀佳(北j毎道)，田中静夫(千葉県)，鈴木 倣(東京都)，藤木昭義(神奈川県)，増田清

孝(大阪府)，畑田太美子(兵庫県)，宮本文子(兵庫県)，小島勝彦(広島県)，津田敏明(広

島県)，田辺満子(愛媛県)，回畑重行(熊本県)，藤山和恵(沖縄県)




